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はじめに
カワシンジュガイ科の貝類は北半球に広く分布
する淡水二枚貝の1グループである．本グループ
の貝の幼生はサケ科やチョウザメ科の魚類に寄生
し，稚貝へと変態することが知られている（粟倉
1964; Araujo & Ramos 2000）．国内に分布するカ
ワシンジュガイ科の貝類はコガタカワシンジュガ
イMargaritifera togakushiensis (Kondo & Kobayashi, 

2005)とカワシンジュガイM. laevis (Haas, 1910)の
2種であり，前者は北海道，本州，サハリン，後
者は北海道，本州，サハリン，千島列島にそれぞ
れ分布する（近藤2008；秋山ら未発表）．道内のコ
ガタカワシンジュガイの分布は富良野町内を流れ
る布礼別川（Kondo & Kobayashi 2005）をはじめ道
東，道北で確認されている（近藤2008）．しかし斜
里川流域で確認されているのはカワシンジュガイ
のみで（森2009），本種は確認されていなかった．
筆者らは斜里川流域で調査を行ない，コガタカ
ワシンジュガイを採集したのでここに報告する．

調査地および調査方法
調査は2012年7月16日に斜里川流域の小規模
河川で行なった．本種は環境省によって絶滅危惧 I

類（CR + EN）と判定されており，その希少性から
乱獲のおそれがあるため，調査場所の詳細はここ

では明記しない．貝の探索は目視で行ない，素手
で無作為に20個体を採集して，種同定をおこなっ
た．本種と形態のよく似た貝類としてカワシン
ジュガイが挙げられるが，両種間には殻に形態的
差異があって判別できる．コガタカワシンジュガ
イの殻では，背縁が前方へ傾斜せず，前縁が円形
をしており，前閉殻筋痕が尖った耳形状をしてい
るが，一方，カワシンジュガイの殻では，背縁が
前方へ傾斜し，前縁が楕円形をしており，前閉殻
筋痕が丸い耳形状をしている（Kondo & Kobayashi 

2005）．そこで本調査では，これら3点の形質差に
基づき種同定をおこなった．
調査地での生貝の種同定は，殻の外面の形質の
みでおこない，加えて前閉殻筋痕の形状を確認す
るため，採集した生貝を2個体採取して99.5%エタ
ノールで固定し持ち帰り，残りの貝は採集した場
所に放流した．固定し持ち帰った2個体は殻と軟
体部を分離した後に，殻長，殻高，殻幅を測定し，
前閉殻筋痕を観察した後に，殻は乾燥標本，軟体
部は99.5%のエタノールに浸漬した液浸標本とし
て処理した後に，知床博物館に寄贈した．

結果
調査した小河川で体の後方の一部を砂底表面上
に露出させる多数のカワシンジュガイ科貝類を確
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認した（図1）．貝は河川内でパッチを形成してお
り，パッチは流心部でも川岸付近でも見られた．
生貝20個体の殻の形態を観察したところ，16個体
は背縁が前方へ傾斜せず，前縁が楕円形ではなく
円形の弧を描いていたため，コガタカワシンジュ
ガイと同定した．残り4個体はどちらか一方の特
徴を有していたが，他方の形質が不明瞭であり，
明確な種同定ができなかった．エタノールで固定
し，持ち帰った2個体の殻の内側を観察したとこ
ろ，閉殻筋痕が尖った耳形状をしていたため（図
2），どちらもコガタカワシンジュガイと同定した．
標本の殻を計測した結果，一方が，殻長59.9 mm，
殻高31.4 mm，殻幅18.8 mmであり，もう一方が殻
長38.8 mm，殻高21.3 mm，殻幅12.3 mmだった．

考察
本調査の結果から，斜里川流域にコガタカワシ

ンジュガイが分布していることが明らかになっ
た．コガタカワシンジュガイは，幼生の期間を
アメマスSalvelinus leucomaenis leucomaenisや，外
来魚のカワマスS. fontinalisの鰓に寄生して過ごす
ことが知られている（Kondo et al. 2000; Kobayashi 

& Kondo 2005）．斜里川流域ではアメマスの分布
が複数の河川で確認されているため（宇仁・増田
2003; 谷口ら2000; 小宮山1982），本調査で生息を
確認した河川以外にも，コガタカワシンジュガイ
の分布している可能性が十分考えられる．
本種の国内における分布は，これまで北海道
の他には岩手県と長野県でしか確認されておら
ず，そのほとんどが北海道に集中している（近藤
2008）．カワシンジュガイ科貝類は，北海道の先
住民族であるアイヌ民族の説話にしばしば登場し
（波部1975），彼らは殻を生活道具として利用して
きた（稗田1984）．そのため，コガタカワシンジュ

図1．調査河川におけるコガタカワシンジュガイMargaritifera togakushiensisの生息状況．
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ガイは絶滅の恐れがある希少な貝類であるととも
に，北海道では歴史的・文化的な価値も有してい
る生物といえるだろう．本種を保全するためには，
一部の地域でしか実施されていない広域での分布
調査をおこなうことと，本種と本種が幼生期に寄
生する宿主となる魚類の生息環境の維持，改善を
おこなっていくことが重要である．
また，前述したとおりカワシンジュガイとコガ
タカワシンジュガイは形態が良く似ている．加え
て本種は2005年に新種記載された比較的新しい
種であるため，これまでに報告されたカワシン
ジュガイの分布記録にはコガタカワシンジュガイ
のものが含まれると考えられ，再検討が望まれる．

斜里川流域においても，森（2009）がカワシンジュ
ガイの生息を確認しているが，今後再検討の必要
があるだろう．
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